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(57)【要約】
【課題】消化管内の金属異物を効率よく回収できるマグ
ネット鉗子を提供すること。
【解決手段】　内視鏡装置１の鉗子チャンネル２１１に
挿通して使用するマグネット鉗子４０であって、先端に
て分岐した複数本のアーム４３を有し、それぞれのアー
ム４３は帯磁により互いに反発して末端に向けて末広が
りに離間しつつ基端側への引込みにより前記末広がりの
形状を窄めることも可能であって、消化管内の金属異物
を磁力によりアーム４３に付着させ、引き込みにより当
該異物をアーム４３に包持させることを特徴とするマグ
ネット鉗子４０。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡装置のチャンネルに挿通して使用するマグネット鉗子であって、
　先端にて分岐した複数本の把持枝体を有し、
　それぞれの把持枝体は帯磁により互いに反発して末端に向けて末広がりに離間しつつ基
端側への引込みにより前記末広がりの形状を窄めることも可能であって、
　消化管内の金属異物を磁力により把持枝体に付着させ、引き込みにより当該異物を把持
枝体に把持ないし包持させることを特徴とするマグネット鉗子。
【請求項２】
　帯磁は、それぞれの把持枝体に永久磁石を配置する、それぞれの把持枝体自体を永久磁
石とする、または、基端に永久磁石のＮ極またはＳ極を当てることにより先端をＳ極また
はＮ極に磁化する、ことによるものである請求項１に記載のマグネット鉗子。
【請求項３】
　把持枝体の分岐位置近傍にソレノイドを設け、電磁力により帯磁させることを特徴とす
る請求項１に記載のマグネット鉗子。
【請求項４】
　請求項１、２または３に記載のマグネット鉗子を含み、把持枝体が内視鏡装置先端から
所定の飛び出し位置および／または所定の引き込み位置に至るときに、押し出し抵抗また
は引き戻し抵抗が大きくなる抵抗手段を設けたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項５】
　請求項１、２または３に記載のマグネット鉗子を含み、チャンネルに対して把持枝体を
任意の位置にて固定するストッパを設けたことを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置用のマグネット鉗子に関し、特に、ボタン電池等の消化管内金属
異物を効率よく回収するためマグネット鉗子およびこれを具備した内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　消化管異物は、ボタン電池、義歯、ＰＴＰ包装片（ＰＴＰ：錠剤をプラスチックと金属
フィルムシートとで分包したもの）、硬貨など多彩であり、特にボタン電池は消化管内に
停留すると穿孔をきたす場合がある。ボタン電池でなくとも、金属であれば電解質との接
触により電池が形成され、長時間停留すると穿孔の危険性が高まる。また、義歯の金属芯
が消化管を傷つける場合もある。いずれにしても、特に金属を含む消化管異物は早急な回
収が必要とされる。
【０００３】
　従来は、先端に磁石がついたチューブが知られており、これを例えば口から挿管し、Ｘ
線造影しながら位置確認をしてボタン電池等を付着し除去するなどしていた。また、先端
を丸めた針金細線からなる３脚鉗子、５脚鉗子も存在し、バネ力によって開いていた針金
を筒内に引き込むことにより、（非金属）異物を掴み回収するなどしていた。
【０００４】
　しかしながら、従来の技術では以下の問題点があった。
　磁石付きチューブの場合、例えば、胃に何もない状態であれば、比較的速やかにボタン
電池を回収できるものの、食後など胃に食べ物がある状態では、Ｘ線造影しながら正確な
位置が分かっても食べ物が邪魔をして磁石につきにくく、また、磁石についた後でも、引
き抜き時に食べ物にあたり、磁石から離れてしまう場合がある、という問題点があった。
【０００５】
　また、３脚鉗子や５脚鉗子は、切除したポリープなどを回収する際にも用いられ、必ず
しも金属異物回収に特化したものでなく、平滑な表面を有し固いボタン電池のような異物
は、強く掴むとすり抜けてしまい、弱く掴むと引き抜き時になどに脱離してしまう、とい
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う問題点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－１９２２３９
【特許文献２】再表２０１３／０３５８７０
【特許文献３】特開２００８－１１８９８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記に鑑みてなされたものであって、消化管内の金属異物を効率よく回収でき
るマグネット鉗子および内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載のマグネット鉗子は、内視鏡装置のチャンネルに挿通して使用するマグ
ネット鉗子であって、先端にて分岐した複数本の把持枝体を有し、それぞれの把持枝体は
帯磁により互いに反発して末端に向けて末広がりに離間しつつ基端側への引込みにより前
記末広がりの形状を窄めることも可能であって、消化管内の金属異物を磁力により把持枝
体に付着させ、引き込みにより当該異物を把持枝体に把持ないし包持させることを特徴と
する。
【０００９】
　すなわち、請求項１にかかる発明は、広がった把持枝体で実質的な捜索面積を従来品よ
り拡大し、異物が食べ物に隠れていても磁力により吸着でき、吸着後は簡便に把持ないし
包持可能であってその把持状体（包持状体）も視認でき、効率的な回収を実現する。この
とき、把持状態（包持状体）が悪ければ、マグネット鉗子を内視鏡内に一旦引き入れ元に
戻すことにより、異物を一旦脱離させつつ磁力により付近に停留させ、再度簡便に吸着把
持（吸着包持）することも可能となる。また、磁力により、掴む力に幅を持たせることが
できる（すり抜けにくく、脱離しにくくなる）。
【００１０】
　把持枝体は、２本として把持態様を形成するようにしてもよいが、３本以上として包持
する態様が好ましい。いずれの場合も、回転対称に設けるのが好ましい。また、把持枝体
は、直線状の棒体や板体に限らず、先端部分を内側に向かせカギ状にするなど、把持性能
を高めるようにしてもよい。内面を鋸状にするなど滑り止め機能を持たせ把持性能を高め
てもよい。なお、磁力によりねじれてＮＳがひっつき合うようなことが生じない構造また
は強度とする。
【００１１】
　帯磁により反発する、とは同極が向かい合うまたは牽制し合うように配置されることを
意味する。またその磁力は、請求項２または３に記載するように、永久磁石によるもので
も、電磁石によるものでもよく、強度が強いものが好ましい。
【００１２】
　請求項２に記載のマグネット鉗子は、請求項１に記載のマグネット鉗子において、帯磁
は、それぞれの把持枝体に永久磁石を配置する、それぞれの把持枝体自体を永久磁石とす
る、または、基端に永久磁石のＮ極またはＳ極を当てることにより先端をＳ極またはＮ極
に磁化する、ことによるものである。
【００１３】
　すなわち、請求項２にかかる発明は、消化管内の金属異物を効率よく回収できるマグネ
ット鉗子を提供できる。
【００１４】
　把持枝体に永久磁石を配置する、とは、永久磁石を把持枝体に接合する態様であっても
埋入する態様であってもよい。配置の態様としては、把持枝体に沿って内側面側をＮ（Ｓ
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）極、外側面側をＳ（Ｎ）極、とする他、把持枝体の末端側をＮ（Ｓ）極、基端側をＳ（
Ｎ）極とする例を挙げることができる。また、把持枝体１本中に一つの磁石でなく、複数
配置して全体として反発するようにしてもよい。例えば、把持枝体の中間部分に把持枝体
長手に沿って、内側面側Ｎ極、内側面側Ｓ極、内側面側Ｎ極、内側面側Ｓ極、と交互に複
数配置するようにすることもできる。永久磁石は、大きな磁力としてはネオジウム磁石を
挙げることができる。
【００１５】
　把持枝体自体を永久磁石とする例としては、把持枝体の内側面側をＮ（Ｓ）極、外側面
側をＳ（Ｎ）極、とする場合と、把持枝体長手に沿って末端側をＮ（Ｓ）極、基端側をＳ
（Ｎ）極とする場合がある。
【００１６】
　基端に当てた永久磁石により先端の把持枝体が磁化するためには、マグネット鉗子の基
端から分岐点までのケーブルを金属製とするのが好ましいが、内視鏡内の磁性体により把
持枝体が磁化するのであれば、必ずしも金属製としなくてもよい。
【００１７】
　請求項３に記載のマグネット鉗子は、請求項１に記載のマグネット鉗子において、把持
枝体の分岐位置近傍にソレノイドを設け、電磁力により帯磁させることを特徴とする。
【００１８】
　すなわち、請求項３にかかる発明は、消化管内の金属異物を効率よく回収できるマグネ
ット鉗子を提供できる。自由に磁力の発生消失を制御できるので、操作性が高まる。
【００１９】
　電力は、内視鏡装置に利用する電力を用いることができる。また、磁化していない場合
は、把持枝体はバネ力により末広がり形状または閉じた形状等とするようにする。
【００２０】
　請求項４に記載の内視鏡装置は、請求項１、２または３に記載のマグネット鉗子を含み
、把持枝体が内視鏡装置先端から所定の飛び出し位置および／または所定の引き込み位置
に至るときに、押し出し抵抗または引き戻し抵抗が大きくなる抵抗手段を設けたことを特
徴とする。
【００２１】
　すなわち、請求項４にかかる発明は、いわゆるアタリにより、どの程度把持枝体が内視
鏡装置先端から出ているかまたは引っ込んでいるかを容易に把握でき、操作性または使用
感が高まる。
【００２２】
　なお、抵抗手段は、マグネット鉗子の管体ないし軸体の中途に沈降可能な凸部を、チャ
ンネル内壁に凹部を、それぞれ形成する態様を挙げることができる。マグネット鉗子自体
で完結する抵抗手段としてもよい。また、抵抗手段は、例えば、分岐点が内視鏡装置先端
に至ったときに抵抗変化を感じる位置に設けることができる。またこの基準位置ともいえ
る１箇所に限らず、分岐点が１ｃｍ飛び出したとき、５ｍｍ引っ込んだときに抵抗変化を
感じる位置にも設けるなどしてよい。引っ込んだ位置とするときは、把持枝体がどの程度
窄んだ形状となっているかを操作者がイメージすることができることとなる。
【００２３】
　請求項５に記載の内視鏡装置は、請求項１、２または３に記載のマグネット鉗子を含み
、チャンネルに対して把持枝体を任意の位置にて固定するストッパを設けたことを特徴と
する。
【００２４】
　すなわち、請求項５にかかる発明は、適正な把持力（包持力）を維持して、安定な回収
作業を実現する。
【００２５】
　ストッパは、マグネット鉗子単体で完結する態様の他、マグネット鉗子と内視鏡装置と
が協働する態様であってもよい。固定態様は特に限定されない。
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【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、消化管内の金属異物を効率よく回収できるマグネット鉗子および内視
鏡装置を提供可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の内視鏡装置の外観図である。
【図２】本発明のマグネット鉗子の基端部分の概要図である。
【図３】本発明のマグネット鉗子の先端部分の拡大図である。
【図４】マグネット鉗子のチューブに対するアームの前進、後退の例を示した説明図であ
る。
【図５】アーム部分の永久磁石の配置例である。このうち図４ｂは図４ａのＡ－Ａ断面（
アーム３本分）である。
【図６】ソレノイドによる帯磁を実現するマグネット鉗子の断面概要図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。ここでは本発明のマ
グネット鉗子が挿通された内視鏡装置について説明する。図１は、内視鏡装置の外観図で
ある。図２は、マグネット鉗子の基端部分の概要図である。図３は、本発明のマグネット
鉗子の先端部分の拡大図である。なお、各図は、説明の便宜上構成を適宜省略し、また、
縮尺を必ずしも同一としていない。
【００２９】
　内視鏡装置１は、大きく、操作部１０と、挿入部２０と、を有し、これらを基本構成と
する。操作部１０は、操作者が本体部（図示せず）のモニタを見ながら挿入部２０を操る
操作部分である。挿入部２０は操作部１０から延伸したチューブであり、消化管内を撮影
しつつ金属異物を取り除く部位である。
【００３０】
　次に各部をより詳細に述べる。
　操作部１０は、把持部１１を基体とし、これに、アングルノブ１２、操作ボタン群１３
、鉗子チャンネル口１４、ユニバーサルコード１５など、を備える。
【００３１】
　把持部１１は握り手であり、操作者がこれを片手に握りながら、他方の手でアングルノ
ブ１２や操作ボタン群１３を操作し、またマグネット鉗子４０の操作もおこなう。
【００３２】
　アングルノブ１２は、挿入部２０の先端と図示しないワイヤにより繋がっており、アン
グルノブ１２を回すことにより、その先端が上下左右に曲がり、体内への挿入部２０の挿
入を容易にし、また、消化管内の３６０度撮影、および、異物捜索、回収を可能にする。
【００３３】
　操作ボタン群１３は、送気・送水ボタンや吸引ボタンを備え、ボタン操作により、空気
や水を本体部から送出したり吸引したりする。
【００３４】
　マグネット鉗子４０は、図示したように、鉗子チャンネル口１４から挿入され、挿入部
２０に挿通され、先端にて異物回収をおこなう。マグネット鉗子４０については後に詳述
する。
【００３５】
　ユニバーサルコード１５は、挿入部２０からの光学系配線、通気通水管を本体につなげ
る。
【００３６】
　次に、挿入部２０について説明する。
　挿入部２０は、挿入チューブ２１と、先端部２２と、を有する。
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【００３７】
　挿入チューブ２１は管体であって、内部に光学系配線（図示せず）、通気通水管（図示
せず）、ワイヤ（図示せず）、鉗子チャンネル２１１を有する。鉗子チャンネル２１１は
、マグネット鉗子４０を挿通している。本実施の形態では、鉗子チャンネル２１１の口径
は約３．７ｍｍである。
【００３８】
　先端部２２は、撮像光学系２２１と、照明２２２と、通気通水ノズル２２３と、鉗子口
２２４と、を有し、挿入チューブ２１のワイヤを介し、アングルノブ１２の操作に従い自
在に向きをかえる。
【００３９】
　撮像光学系２２１は、先端面２２５に対物レンズを、基端側にＣＣＤ撮像装置を備え、
挿入チューブ２１の光学系配線と繋がっており、消化管内の状況を動的に撮影し、これを
本体のモニタに出力する。また、照明２２２は先端面２２５に照明レンズを、基端側に光
源を備え、先端部２２周囲を照らし、撮像光学系２２１の撮影を補助する。
【００４０】
　通気通水ノズル２２３は、挿入チューブ２１の通気通水管に繋がっており、操作ボタン
群１３の操作にしたがって、本体とユニバーサルコード１５を介して空気や水の送出吸引
をおこなう。
【００４１】
　鉗子口２２４は、その先端からマグネット鉗子４０の先端を露出させ、金属異物の包持
回収をおこなう。
【００４２】
　なお、本体については、その図示を省略するものの、モニタ、光源制御部、画像記録部
、送水吸水制御部、送気吸気制御部等を有する。
【００４３】
　次にマグネット鉗子４０を説明する。
　マグネット鉗子４０は、図１～３に示したようにレリーズ様であって、外装であるチュ
ーブ４１と、チューブ４１に挿通されるケーブル４２と、ケーブル４２の先端に取り付け
られた３本のアーム４３と、ケーブル４２の基端近くに挿通し、その送り出し量、引き込
み量を操作する巻出ダイヤル４４と、チューブ４１を内視鏡装置１の鉗子チャンネル口１
４に所定位置で固定する固定具４５と、を主要な構成としている。
【００４４】
　チューブ４１は、柔軟素材でできており、その外径は鉗子チャンネル２１１の口径３．
７ｍｍを考慮した３．５ｍｍとしている。先端付近には、内側に、わずかな間隔をあけた
２本一組のリング４１１が３組配され（図４）、ケーブル４２との間でアタリを形成して
いる。これにより、アーム４３の位置を操作感覚として認識でき使用感を高めている。
【００４５】
　また、チューブ４１の基端側には固定具４５が外挿されており、鉗子チャンネル口１４
に嵌めることにより、その位置でチューブ４１を鉗子チャンネル２１１に対して固定でき
るようにしている。固定具４５は、チューブ４１を任意の位置で固定可能であるが、概ね
、チューブ４１の先端が先端面２２５に揃う位置で固定するのが好ましく（図３，図４）
、この位置調整はマグネット鉗子４０を内視鏡装置１に組み付ける際におこなう。
【００４６】
　ケーブル４２は、ワイヤでできており、先端の分岐要（かなめ）４２１にて枝分かれし
て３本のアーム４３が取り付けられている。中途はチューブ４１に挿通されており、基端
側は巻出ダイヤル４４に挿通される。
【００４７】
　巻出ダイヤル４４は、ちょうどラックとピニオンのように、ケーブル４２に押し当たる
ローラ４４１が内蔵されており、巻出ダイヤル４４を回すことにより、その分チューブ４
２に対してケーブル４２が押し出されまた引き込まれる。回さないときには、その位置で
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チューブが停止（固定する）。これにより、次に説明するアーム４３を窄め、適切な強度
（窄み位置）で金属異物を簡便に包持できるようになる（図４）。また、異物をうまく包
持できないときは、一旦アーム４３を先端面２２５から引っ込め（これにより金属異物が
アーム４３から離れ）、再度アーム４３を伸ばし、簡便に包持操作を繰り返すことが可能
となる。
【００４８】
　アーム４３は、図３に示したように、分岐要４２１から１２０°回転対称に配された棒
体であって、分岐要４２１ないしケーブル４２を軸として、回転対称形を維持したまま磁
力により広がりまたケーブル４２の引き込みにより窄む。この、いわば開閉動作によって
金属異物を包持する。アーム４３の先端は内側に若干折れ曲がり、包持性を高めている。
なお、長さは約６．５ｍｍ、太さは約１．６ｍｍである。
【００４９】
　図５ａ（アーム４３の１本の断面）、図５ｂ（３本のアーム４３のＡ－Ａ断面、すなわ
ち、軸に垂直な断面）に示したように、アーム４３は、内側面４３１がＮ極となるように
永久磁石４３２がアーム４３に埋め込まれている。これにより、３本のアーム４３は、互
いに同様に反発し合い、先端に向かって末広がりの形状を形成する。また、この磁力によ
り、食べ物に邪魔されて直接金属異物が見えない場合であっても、先端部２２を動かし、
また、先端面２２５に対してアーム４３を出し入れすることにより、いずれかのアーム４
３に異物が接触すれば、そのまま付着するので捜索効率が高まる。
【００５０】
　すなわち、３本のアーム４３が磁力により末広がり形状を形成するので、実質的な専有
面積ないし占有体積が大きくなるとともに、いずれかのアーム４３に金属異物が接触しさ
えすれば磁力によりそのまま異物を離さないので、例え視界が悪くとも捜索効率が重畳的
に高まる。
【００５１】
　ケーブル４２には、また、分岐要４２１近くに他から若干拡径した円環４２２が形成さ
れている（図４）。この円環４２２がリング４１１の間に嵌まるときまた外れるときの抵
抗変化により、ケーブル４２の送り出し／引き込みのアタリがつく。図示したように、リ
ング４１１は３組設けており、中央の組に円環４２２が至ったとき、分岐要４２１がちょ
うど先端面２２５から露出した位置（以降において基準位置（図４ａ）と適宜称する。）
となるようにしており、前方の組に至ったときは基準位置＋８ｍｍ（図４ｂ）、後方の組
に至ったときは基準位置－５ｍｍ（図４ｃ）、すなわちアーム４３が半窄みとなるように
もうけてある。このように、アーム４３の位置を操作者が実感出来るので、操作性が高ま
る。
【００５２】
　内視鏡装置１は、以上の構成であるので、汎用の内視鏡装置を用いることもでき、その
鉗子チャンネルを利用して、視認しながら異物の捜索を可能とし、食べ物で異物の正確な
位置が分からない場合でも磁力とアームの形状による効率的な捜索および吸着を実現し、
包持損ねても、アームの出し入れにより再度速やかに異物を包持でき、包持強さまたは包
持形状（窄み形状）も簡便に維持できる。なお、アームがどの程度出しているかまたは引
っ込めているか（すぼめているか）も、簡便に感知でき、操作感・使用感に優れる。
【００５３】
　本発明は上記の態様に限定されない。
　まず、アーム４３の本数は、２本でもよく（図６）、４本以上でもよい。２本の場合は
異物の回収態様としては把持と表現できる。いずれの場合も、磁力によりねじれて互いに
くっつき合うことがないような構成ないし強度とする。アーム４３の内側には、山谷いわ
ゆるギザギザを設け、異物の滑り抜けを発生しにくくしてもよい（図６）。
【００５４】
　また、図５ｃに示したように、アーム４３に沿って、基端側をＮ極、先端側をＳ極に配
した棒磁石をアーム４３内に埋入してもよい。この配置態様によっても、アーム４３はそ
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れぞれ反発して末広がり形状を形成する。
【００５５】
　また、１本のアーム４３に備える磁石は一個に限定されない。図５ｄに示したように、
４枚の磁石を用い、内側面４３１に交互に極を変えて配置する態様であっても良い。アー
ム４３が全体として互いに反発するのであれば、永久磁石４３２の配置は特に限定されな
い。
【００５６】
　また、ケーブル４２およびアーム４３を金属で形成し、ケーブル４２基端に、ネオジウ
ム磁石を接触し、アーム４３先端を磁化して開くようにしてもよい。
　この他、アーム４３自体を磁石として構成してもよい。
【００５７】
　更に、図６に示したように、分岐要４２１の基端側にソレノイド４２３を設け、必要時
に通電して磁力を発生するようにしてもよい。すなわち、電磁石によりアーム４３を帯磁
させ開き、異物を磁着し、ケーブル４２の引き戻しによりアーム４３を窄めて把持するよ
うにしてもよい。特に、うまく把持できなかった場合は、電力供給を一旦止めて異物を離
脱できるので、簡便に再把持（適正把持）が可能となる。この電力供給部は、マグネット
鉗子４０に設けてもよいが、電力は内視鏡装置１または本体から供給されるようにしても
よい。なお、使用の態様により、バネ力により非通電時には、アーム４３が閉じており、
通電時にはバネ力に打ち勝って開くようにしてもよい。
【００５８】
　また、上記の例では、鉗子チャンネル２１１に対してチューブ４１が固定され、チュー
ブ４１に対してケーブル４２が前進／後退する態様であったが、チューブ４１をなくし、
ケーブル４２を直に鉗子チャンネル２１１に挿通し、鉗子チャンネル２１１に対してケー
ブルを前進／後退させるようにしてもよい。なお、この場合は、リング４１１を鉗子チャ
ンネル２１１内に設けるようにする。場合により、リングでなく、凹環を鉗子チャンネル
２１１内に３箇所形成してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５９】
　本発明によれば、消化管内の金属異物を効率よく回収できるマグネット鉗子および内視
鏡装置を提供可能となる。
【符号の説明】
【００６０】
１        内視鏡装置
１０     操作部
１１     把持部
１２     アングルノブ
１３     操作ボタン群
１４     鉗子チャンネル口
１５     ユニバーサルコード
２０     挿入部
２１     挿入チューブ
２１１  鉗子チャンネル
２２     先端部
２２１  撮像光学系
２２２  照明
２２３  通気通水ノズル
２２４  鉗子口
２２５  先端面
４０     マグネット鉗子
４１     チューブ
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４１１  リング
４２     ケーブル
４２１  分岐要
４２２  円環
４２３  ソレノイド
４３     アーム
４３１  内側面
４３２  永久磁石
４４     巻出ダイヤル
４５     固定具
 

【図１】 【図２】
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